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1はじめに
　1981年にacquired　immunodeficiency　syndrome
（以下AID　Sと略す）が人類の前に姿を現して、わずか
5人の患者から始まったAIDS。国連合同エイズ計画（U
NAUDS）は、04年末の全世界のhuman　immunodeficie
ncy　virus（以下HIVと略す）の感染者が最新推計で前
年同期比160万人増の3940万人となり、年間の死者も
同20万人増の310万人に達すると発表している。日本
を含む東アジアの感染者は110万人で、2年で5割増加
している。また厚生労働省によると、血液製剤による
ものを除く日本の感染者は、04年9月末時点で6337人
（うち日本人4472人）、AIDS患者は3164人（同2390人）
と報告されている。うち新規感染者は558人で、年間で
640人だった03年に比べ増加傾向である。’）
　患者数の増加と共に臨床において看護師がHIV患者
と接する機会が増えており、近年HIVに対する看護分
野や様々な領域における研究が行われている。
　当院は且IV感染治療の拠点病院になっており、16階
西ではHIV診療を行っている臨床検：査医学科を主点と
し、年間延べ36人の患者が入院している。その中には、
他病棟から9件の転床も含まれており、16階西以外で
もHIV感染者の看護に携わる機会が増えていると考え
られる。
　HIVの発見初期に比べ現在は知識も普及したと考え
られるが、ユ6階西で入退院を繰り返している患者の中
には、他病棟で入院した際「特別視されていた気がす
る」という感想も聞かれた。そのような訴えから、今回
当院の看護士におけるHIVに対する現時点での知識及
び考え方を知る目的で本調査を行なった。
皿研究方法
1．対象：当院看護師23病棟527名（10階西、救命救急
　　　　センター、ICU／CCU、外来を除く）
2．調査期間：平成16年9月16日～9月27日
3．調査方法：質問紙法（資料1）にて、当院看護師に
　　　　　　無記名にて行なった。
　　　　　　今回の調査結果は、研究目的以外で使
　　　　　　用せず、個人の特定や、不利益が生じな
　　　　　　いよう配慮した。
問2から問13、問15は、表1から表13を参照。
　「あなたの病棟に且IV感染者が入院してきたらどう
思いますか。」という問いに対して、特に何とも思わな
い、他の患者と同様に接する、という回答や、自分の身
を守る、スタンダードプレコーションの徹底という、
感染予防に留意する回答が見られた。中には、嫌だな
と思う。他の患者にうつらないか心配。専門病棟に早
く移ってほしい。という回答も見られた。
　「看護者がHIV感染に対する知識と情報をしっかり
持つことが大切だと思いますか。」という問いに対し
て、93．7％の人が、看護者がHIV感染に対する知識と情
報をしっかりと持つことが大切だと答えている。主な
理由として、看護する上では何の疾患でも知識は必要。
無駄にHIVを怖がらないため、患者の尊厳を尊重する
ため、患者本人や家族への指導のため、患者に不安を
与えないため、看護者が正しい知識と情報を把握し、
それを他の人々にも伝えなければいけない、不必要な
防御をなくすため、という回答が得られた。
　「HIV（AIDS）に対する知識不足から患者、感染者
への差別や偏見が存在すると思いますか。」という質
問に対して、「はい」と答えた人が89．7％であり、主な理
由として、マスメディアの影響、性感染症のイメージ
が強い、不潔なイメージ、同性愛のイメージが大きい、
HIVは感染するという意識が強いため、知り合いの患
者がそう言っていた、という回答が得られた。「いいえ」
という回答は1．4％であり主な理由として、知識をふま
えた上での偏見である。知識不足だけではないと思う。
医療者からの偏見は見たことがない。という回答が得
られた。
　「他の疾患患者と同様に接するべきであると思いま
すか。」という質問に対して「はい」と答えた人は84．3％
であり、主な理由は、感染経路が限られているし、感染
力も弱いから、同じ患者だから、人権の尊重、スタンダ
ードプレコーションを行なえば同じ、正しい知識があ
れば同様に接しても問題ない、という回答が得られた。
「いいえ」と答えた人は6．1％であり主な理由として、感
染に注意が必要だから、自分自身の身を守るため、と
いう回答のほか、精神面のケアが必要だから、という
回答が得られた。
皿結果
調査対象とした病棟の看護師527名のうち、426名よ
り回答を得られ、回収率は82．4％であった。16階西は看
護i師20名、回収20名回収率100％であった。
］V’l察
　HIVの感染は1）感染者との性交による感染、2）感
染した母から子供へ（胎内で、出産時産道で、あるいは
母乳を介して感染）、さらに、3）HIVに汚染された血
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液の輸血や、汚染血液を材料とした血液製剤の輸注に
より、また感染した麻薬常用者の使用した注射器（針）
を共用することによる血液を介する経路が確認されて
いるL’　）。
　HIV・AIDSの病態、感染経路については、全体的に
周知されていることが分かる。問5では、経膣的性交、
肛門性交、注射回し打ち、針刺し、輸血という項目で
80％以上の人が感染する確率が高いと答えている。感
染経路についても理解が得られていると言える。HIV
に感染すると必ずAIDSを発症すると答えた人が19％
認められたが、根治薬が存在しないことを97％の人が
わかっていることから考えると「根治しないのならば
必ず発症する」と考えている人がまだ比較的多く、そ
れは16西の看護師においても言える。早期発見と適切
な治療によりHIV感染症は今や糖尿病や高血圧のよう
な慢性疾患のコントロールと基本的には変わりはない
状況となっていることはまだ理解が薄いと考えられ
る。今後の看護を考える上で予後は決して悪いもので
はないという理解は重要な事である。
　多数の人が自分自身への感染に対する意識があり、
自分自身の問題としては危機感があるようである。藤
田らの1995年の研究によると、自分も感染の可能性が
あると回答した者は調査対象が異なるものの、50％で
あった3）ことから、1995年当時に比べてHIV感染症が
身近になっていると考えられる。それは近年の患者数
の増加も影響しているのではないか。
　HIV患者は、免疫機能障害として申請すれば、身体
障害者手帳が発行されるなどの社会資源の活用ができ
る4）が、まだHIV感染症に対する社会保障制度に対し
ては周知されていないことが分かる。病棟において関
わりが少なければ普段の病棟勤務から情報を得ること
は、難しいのではないだろうか。
　また、看護者の倫理綱領によると健康問題の性質に
関わらず、対象となる人々に平等に看護iを提供する。
3と述べている。当院看護師も看護倫理を持ち看護に
あたっていると言える。
　当病棟の以前の研究によると血友病患者に対し、
HIV感染確率が高いというだけで他科医師から「清拭
時、手袋をするのですか。」また「吐物の入ったガーグ
ルベースンは捨てるのか。」（Vという過剰とも言える質
問が見られている。その当時に比べHIV感染に対する
意識は改善されてきていることが言える。
Vおわりに
　HIV患者に対して看護職の倫理観を持っている人
が多いことが分かったが、一方で拒否的、興味の対象
としてとらえている人もいた。HIV感染症の患者は今
後増えていくことが考えられ、更に知識を深めて包括
的に患者のケアに携わっていく必要がある。また、HIV
に対する質問欄に勉強会を開いてほしいという意見も
あり、主科として今後検討を必要とする問題であると
思われる。
　最後に、アンケートにご協力頂いた多くの方々に感
謝いたします。
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表1　問2HIV（AIDS含む）に関する主な情報 表2　問3AIDSの病態について知っていいますか
項目 全体 16西 16西以外 はい 　　、｢いえ．
授業・講習会など 29．3％ 25．8％ 29．5％ 全体 96％ 4％
書籍・雑誌 18．4％ 24．2％ 13．6％ 16西 100％ 0％
インターネット 5．3％ 13．6％ 4．8％ 16西以外 95％ 5％
テレビ・ラジオ 24．7％ 13．6％ 25．4％
健康相談や電話相談 1．4％ 0％ 1．4％ 表3　問4：HIVの感染経路を知っていますか
新聞 13．1％ 9．1％ 13．4％ はい 　　、｢いえ
友人などのロコミ 5．4％ 7．6％ 5．2％ 全体 88％ 2％
NGOなどの活動 1．9％ 1．5％ 1．9％ 16西 100％ 0％
その他 0．5％ 4．5％ 1．3％ 16西以外 95％ 5％
表4　問5　HIVに感染する危険性が高いと考えられる項目
項目 全体 16西 16西以外 項目 全体 16西 16西以外
キス 4．9％ 10．0％ 4．7％ 歯ブラシの共用 52．3％60．0％ 52．0％
経膣的性交 90．8％90．0％ 91．0％ 同じ鍋を突く 0．0％ 0．0％ 0．0％
肛門性交 82．2％82．0％ 90．0％ 針刺し 95．5％100．0％ 95．6％
注射回し打ち 97．4％97．5％ 100．0％感染者のトイレの利用 0．5％ 0．5％ 0．0％
感染者を刺した蚊に刺される 9．6％ 9．6％ 10．0％ 感染者が利用した列車の吊革を利用する 0．0％ 0．0％ 0．0％
握手 0．0％ 0．0％ 0．0％ 創処置 60．5％55．0％ 62．0％
咳・くしゃみの吸入 0．7％ 0．0％ 0．7％ 排液処理 512％40．0％ 51．9％
同じ風呂の共用 0．2％ 0．2％ 0．0％ 排泄介助 12．7％ 5．0％ 13．1％
カミソリの共用 78．6％78．3％ 90．0％ 清拭 1．4％ 0．0％ 1．5％
同じ服の共用 0．0％ 0．0％ 0．0％ 輸血 84．5％80．0％ 84．9％
表5　問6＝HIVに感染すると必ずAIDSを発症すると思いますか
はい 　　、｢いえ
全体 19％ 76％
16西 20％ 75％
16西以外 19％ 77％
表6　問7　HIVの検査を受ける機関を知っていますか
はい 　　h｢いえ
全体 96％ 4％
16西 100％ 0％
16西以外 95％ 5％
表7　問8　機会があればHIVの検査を受けたいと思いますか
はい 　　、｢いえ．
全体 67％ 31％
16西 85％ 15％
16西以外 66％ 32％
表8　問9　自分自身も感染する可能性があると思いますか
はい 　　、｢いえ．
全体 84％ 14％
16西 90％ 10％
16西以外 83％ 15％
表9　問10：HIV感染症を根治する治療薬があると思いますか
はい 　　、｢いえ
全体 3％ 97％
16西 5％ 95％
16西以外 3％ 95％
表10　問11HIV感染者（AIDS含む）は身体障害者認
　　　　　　　定を申請出来ることを知っていますか
はい 　　、｢いえ．
全体 32％ 68％
16西 100％ 0％
16西以外 29％ 71項
目U問12身近にHIV感染者
　　　　　　（AIDS含む）がいた場
　　　　　　合に抵抗を感じますか
はい 　　、｢いえ．
全体 59％ 40％
16西 20％ 80％
16西以外 60％ 38％
表12　問13　HIV感染者（AIDS含む）
　　　　　　の看護をしたことがあ
　　　　　　りますか
はい 　　、｢いえ．
全体 66％ 33％
16西 100％ 0％
16西以外 65％ 34％
表13　問15HIV感染症（AIDS含む）
　　　　　　の患者様の看護を経験
　　　　　　したいと思いますか
はい 　　、｢いえ
全体 41％ 48％
16西 90％ 10％
16西以外 38％ 50％
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16西看護研究のためのアンケートのお願い
　近年、日本においても若年者層へのH：IV感染の広がりが社会的問題となってきています。当院はHIV感染患者治療の拠点病院に
なっており、16西病棟では年間延べ36人の患者が入院しています。16西病棟以外の病棟でも患者の看護に当たる機会が増えてきて
いると思われますが、他病棟ではケアについてどのようなイメージを持っているか関心を持っています。院内のHIV感染対策マニ
ュアルだけでは分からない、看護についての疑問などもあると思われます。
　そこで今回、病棟の看護師を対象に意識調査を行い、今後の研究活動及び看護業務に生かしていきたいと考えています。多忙な中
で恐縮ですが、アンケートにご協力をお願いいたします。なお、今回の調査結果は研究目的以外で使用することはありません。また、
個人が特定されたり、不利益が生じないよう配慮いたします。研究、アンケートについて質問等ございましたらご連絡下さい。
アンケートの回収は9月27日に各病棟に伺いますのでよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　平成16年9月16日　16西病棟看護研究班
大村梨奈　倉田理恵　佐藤久美子　平山真純　布施由香梨　　内線、2630
問1．あなた自身についておたずねします
　　年齢（　　）歳
　　性別　□男性　□女性
　　看護師の経験年数（　　　）年
　　病棟名（　）病棟
問2．HHIV（AIDS含む）に関する主な情報源に○をつけてください。（複数可）
a・学校の授業・研修会・講習会・講演会
b・書籍・雑誌
。・インターネット
d・テレビ・ラジオ
e・健康相談や電話相談
f・新聞
g・友人・知人からのロコミ
h・ボランティア・NGOなどの各種民間団体の活動
i・その他（ ）
問3．AIDSの原因となるウィルスのことをHIVと呼び、これに感染している人をHIV感染者といいます。　HIVは免疫の働
　　きに欠かせない部分に感染しこれを破壊してしまうウィルスです。免疫力の低下により様々な症状が出てきた状態
　　をAIDSといいます。
　　上記のことを知っていますか。　　　　　　□はい　□いいえ
問4．HIVの感染経路を知っていますか。　　　　　□はい　□いいえ
　「はい」と答えた方は具体的にお書き下さい。
（ ）
問5．HIVに感染する危険性が高いと考えられる項目に○をつけて下さい。（複数可）
　（相手がHIV感染者の場合）
a・キス
b・経膣的性交
。・肛門性交
d・注射回し打ち
e・感染者を刺した蚊に刺される
f・握手
g・咳やくしゃみを吸い込む
h・同じ風呂の共用
i・カミソリの共用
j・同じ服の共用
k・歯ブラシの共用
1・同じ鍋や皿の食べ物を突く
m・感染者の利用した洋式トイレを利用する
n・感染者が利用した列車の吊革を利用する
。・針刺し
p・創処置
q・排液処理
r・排泄介助
s・清拭
t・輸血
問6．HIVに感染すると必ずAIDSを発症すると思いますか。　　□はい　□いいえ
問7．HIVの検査を受ける機関を知っていますか。
　「はい」と答えた方は具体的にお書き下さい。
（
□はい　□いいえ
）
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問8．機会があればHIVの検査を受けたいと思いますか。　　□はい　□いいえ
問9．自分自身も感染する可能性があると思いますか。　　　□はい　□いいえ
問10．HIV感染症を根治する治療薬があると思いますか。　　□はい　□いいえ
問11．HIV感染者（AIDS含む）は身体障害者認定を申請出来ることを知っていますか。
問12．身近にHIV感染者（AIDS含む）がいた場合に抵抗を感じますか。
問13．HIV感染症（AIDS含む）の患者様の看護を経験したことがありますか。
問14．あなたの病棟にHIV感染者が入院してきたらどう思いますか。
（
□はい
□はい
□はい
□いいえ
□いいえ
□いいえ
）
問15．HIV感染症（AIDS含む）の患者様の看護を経験したいと思いますか。　　□はい□いいえ
問16．看護者がHIV感染に対する知識と情報をしっかり持つことが大切だと思いますか。
　　それぞれ理由もお書き下さい。
　　□はい　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□いいえ　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問17．HIV（AIDS含む）に対する知識不足から、患者・感染者への差別や偏見が存在すると思いますか。それぞれ理由も
　　お書き下さい。
　　□はい　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□いいえ　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問ユ8．他の疾患患者と同様に接するべきであると思いますか。それぞれ理由もお書き下さい。
　　□はい　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□いいえ　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
その他、HIV・AIDSに関する質問等ございましたらご自由にお書きください。
ご協力ありがとうございました。
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